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令和 7 年度(2025 年度)第 9 回宝塚市上下水道事業審議会議事概要 

 

［日 時] 令和 8 年 2月 24 日（火） 午前 10 時 00 分～午前 12 時 00 分 
 
 
［場 所］ 宝塚市第二庁舎 第１会議室 
 
 
［出席委員］ 鍬田 泰子      尾崎 平 

足立 泰美      神谷 宏 

水谷 公隆      正井 良治 

植村 純       松本 吉隆 

                              （敬称略・順不同） 
 
［事務局］  福永 管理者         下野 局長 

廣瀬 経営管理部長     中条 施設部長 

原  経営企画課長     和泉 浄水課長 

宇野 水質検査担当課長    寺脇 給排水設備課長 

窪田 下水道課長 

 

１ 管理者挨拶 

２ 委嘱辞令交付 

３ 委員紹介・委員挨拶 

４ 会長選任・会長代理指名 

５ 職員紹介 

６ 資料の確認 

  会議次第 

当日配布資料  

資料１ ：「宝塚市水道ビジョン 2035（案）及び宝塚市水道事業経営戦略（案）」に

対するパブリック・コメント手続きに基づく意見募集の結果一覧表及びパ

ブリック・コメント手続き以外での修正内容一覧表 

資料 2 ：宝塚市水道ビジョン 2035 

資料 3 ：宝塚市水道事業経営戦略 

資料 4 ：「宝塚市下水道ビジョン 2035（案）及び宝塚市下水道事業経営戦略（案）」

に対するパブリック・コメント手続きに基づく意見募集の結果一覧表及び

パブリック・コメント手続き以外での修正内容一覧表 

資料 5 ：宝塚市下水道ビジョン 2035 

資料 6 ：宝塚市下水道事業経営戦略 

資料 7 ：答申（案） 
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   参考資料（当日配布） 

執行機関の附属機関設置に関する条例 

宝塚市上下水道事業審議会規則 

宝塚市上下水道事業審議会の運営に関する実施要領 

宝塚市上下水道事業審議会名簿 

審議会委員の皆様へ 

 

７ 審議会の成立、傍聴者の確認 

事務局：委員総数 10 人中出席委員 8 人のため宝塚市上下水道事業審議会規則第 6条第 2 項

により、本日の審議会は成立いたしました。本日は傍聴者はおられませんので、報

告いたします。 

８ 議題 

（１） 審議会の概要について 

（２） ビジョン及び経営戦略に関するパブリック・コメントの結果報告について 

（３） 答申（案）について 

（４） その他 

 

会 長：それでは、議題1の「審議会の概要」について、事務局説明をお願いします。 

事務局：「審議会の概要について」は、本日配布させていただきました参考資料をご確認

ください。内容の読み上げは致しませんが、ご一読いただき、不明点などござい

ましたら事務局までご連絡ください。 

 

会 長：次に議題2の「ビジョン及び経営戦略に関するパブリック・コメントの結果報

告」について、事務局説明をお願いします。 

事務局：「ビジョン及び経営戦略に関するパブリック・コメントの結果報告」について、

水道事業につき資料1にもとづいて説明させていただきます。（以下説明省略） 

会 長：みなさまご意見ありますでしょうか。 

会 長：今回のパブリックコメントの結果については、公表予定はありますでしょうか。 

事務局：市議会への報告及びホームページで公表予定です。 

委 員：宝塚市は水源が4種類ありますが、それぞれの配水区域図が公表されていないと

思います。市民は自分の飲んでいる水がどこから来ているのか気になることかと

思います。 

事務局：浄水場別配水区域図は、ホームページで公表しておりますが、ご認識いただけて

いないということは、お伝えしきれていないということですので、ホームページ

の構成もふまえて改善したいと思います。また、配水区域については変動する可

能性があることから、ホームページにて公表、随時更新とし、ビジョンへは記載
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しない形にさせていただきたいと思います。なお、供給前に浄水場間で水をブレ

ンドして供給している場合もありますので、そのことについてもホームページに

記載したいと思います。 

事務局：つづきまして、「ビジョン及び経営戦略に関するパブリック・コメントの結果報

告」について、下水道事業につき、資料4にもとづいて説明させていただきま

す。（以下説明省略）。 

会 長：それではご意見ありますでしょうか。 

会 長：ご意見がないようですので、審議会として、宝塚市水道ビジョン2035及び宝塚

市水道事業経営戦略、宝塚市下水道ビジョン2035及び宝塚市下水道事業経営戦

略につき、パブリックコメントを受けた修正案で内容を承認したいと考えます。 

 

会 長：次に議題 3 の「答申（案）」について、事務局説明をお願いします。 

事務局：それでは「答申（案）」について、説明させていただきます。資料7「答申

（案）」をご覧ください。（以下説明省略） 

会 長：それではご意見ありますでしょうか。 

会 長：ビジョン・経営戦略をご覧になるとわかるかと思いますが、今後の投資計画と財

政計画の収支均衡が図られていないことから、今後の料金改定は避けられないと

思われます。その点を附帯意見として記載する形で答申（案）を承認したいと思

います。 

 

会 長：次に議題4の「その他」について、事務局説明をお願いします。 

事務局：現在、令和8年度の予算案について策定中です。市議会等の議決前ですので、本

日資料配布は致しませんが、概要について一部抜粋して説明させていただきま

す。（以下説明省略） 

会 長：それではご意見ありますでしょうか。 

委 員：武庫川ポンプ場について、設置から50年以上たっており、1.4億円をかけて改築

を実施されるとのことですが、ポンプ場の周りは道が狭く、機材の搬入方法など

が気になるところです。また工事期間も教えて頂きたいです。 

事務局：工事期間については、令和8年度から令和10年度にかけて3年間を予定しておりま

す。令和8年度はポンプ設備などの製作が主となり、実際の工事については、令

和9年度以降を予定しています。機材の搬入などについては、南側道路からの予

定で、夜間は通行止めが発生する予定です。一部公園側からの搬入も予定してお

ります。総事業費としては約20億円の事業となります。敷地内の建屋の耐震工事

とポンプ更新が主な事業内容です。 

委 員：流域下水道負担金については、兵庫県と大阪府への費用負担があるかと思うが、

大阪府は負担金が上がったと聞いている。そのあたりはどうか。 
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事務局：宝塚市は、猪名川流域下水道（兵庫県と大阪府にまたがる）と、武庫川下流流域

下水道（兵庫県のみ）があり、今回料金が高くなったのは、武庫川下流流域下水

道で、令和7年度に約9,000万円の負担金額の増額があり補正予算を策定中です。

そのため、令和8年度も費用が増加すると想定しています。 

委 員：流域下水道負担金は同県内でも処理区域によって異なるのでしょうか。 

事務局：費用負担については、各流域下水道が構成市に対して、処理水量などから金額を

算出して請求する仕組みとなっています。流域ごとに負担金も異なります。 

委 員：大阪府の流域下水道負担金が大きく上昇したと聞いているが影響はどうでしょう

か。宝塚市はそこまで影響は大きくないということでしょうか。 

事務局：宝塚市の流域負担金の内訳は、武庫川下流流域が約10億円、猪名川流域が約2億

円となっており、令和8年度予算の前年予算に対する増加額5,200万円のうち武庫

川下流流域が3,700万円、猪名川流域が1,500万円となっています。負担額として

は武庫川下流流域が大きくなっていますが、負担増加率としては猪名川流域が大

きくなっています。 

事務局：上水道については、料金改定し一時的に黒字になったが、すぐに赤字転落する予

定で、かつ企業債残高が高くなっている。下水道も赤字かつ企業債が今後増えて

いくと考えられる。料金改定は必要かと思いますが、使用量が減ったとしても収

入を維持していくことを考えていかなければならない。 

管理者：下水道流域負担金については、県が示している長期計画値の推移に対して、本市

の負担額は増加傾向が著しく、大きく乖離しているのが実情です。本市は下水道

使用料の約40％相当が流域負担金となっており、その計画値が大きく乖離する

と、本市の計画も大きく影響を受けるため、武庫川下流流域下水道の構成市と一

緒に、情報共有の充実について県に申し入れをし、協議を行いました。そのなか

で、年度途中での大幅な負担増の抑制と長期的な負担金の動向を共有することに

ついて要望しました。 

委 員：尼崎の下水処理場の津波対策などは完了しているのでしょうか。 

事務局：県に確認し、南海トラフ対策は完了していると聞いております。 

委 員：施設・設備の更新リスクや費用負担については、県と密に連携して情報共有をし

ていく必要があるかと思います。 

事務局：今回、緊急修繕ということで9,000万円の想定していなかった負担が発生しまし

たが、今後も構成市とともに積極的に県へ情報共有・情報開示を求めていきたい

と思います。 

委 員：物価上昇によって、半年前に策定した計画から工事費が1.5倍以上になっている

自治体もあると聞いています。県の計画については物価上昇が織り込まれていな

いのであれば、さらなる上振れリスクもあると思われます。 

事務局：令和8年度の下水道事業の予算については、特に費用が経営戦略に比べて高くな
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っているのが実態です。本市の計画の精度を高めるためにも、水道については用

水供給事業体、下水では流域処理場と連携を密にして情報共有を図りたいと思い

ます。 

 

事務局：次回の審議会は 4 月 17 日（金）14 時からを予定しております。 

会 長：ほかにご意見なければ、本日の議題は以上となります。 

 

●ホームページで掲載している資料 

＜ID「1062892」で検索＞ 

ページ内に資料 1・4 を掲載、資料 2・3・5・6 は掲載ページへのリンクを 

記載しています。 

資料１：「宝塚市水道ビジョン 2035（案）及び宝塚市水道事業経営戦略（案）」に対

するパブリック・コメント手続きに基づく意見募集の結果一覧表及びパブ

リック・コメント手続き以外での修正内容一覧表 

資料 2：宝塚市水道ビジョン 2035 

資料 3：宝塚市水道事業経営戦略 

資料 4：「宝塚市下水道ビジョン 2035（案）及び宝塚市下水道事業経営戦略（案）」

に対するパブリック・コメント手続きに基づく意見募集の結果一覧表及び

パブリック・コメント手続き以外での修正内容一覧表 

資料 5：宝塚市下水道ビジョン 2035 

資料 6：宝塚市下水道事業経営戦略 

＜ID「1001714」で検索＞ 

  ページ内に資料 7 を掲載しています。 

   資料 7 ：答申 


